
 Press Release     資料４ 
 報道関係者各位                         ２０１６年 ７月２７日 

青森県立保健大学 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ⅰ．学術総会の趣旨  

日本栄養改善学会は、栄養学と健康科学に関する幅広い分野で、学術的調査研究、情報コミュニケーションを行

うとともに、栄養改善・健康増進に関する知識及び技術の教育普及活動を行い、科学的根拠に基づく栄養実践活動

により、国民の健康増進に寄与することを目的として、さまざまな活動を行っています。 

今回の学術総会では、｢食を通して、つなぐ・つながる 人、知恵、技｣をメインテーマとしました。私たちのより

良い｢食と健康｣を支える学問的基盤である栄養学とその実践について、｢人｣と｢人｣、｢人｣と｢知恵｣や｢技｣をどのよ

うにつなげていくか、そしてそれらのつながりの中で、どのように展開していくのかについて、全国の学会員（約 

6,500名、例年約 3,000名が参加）を迎えて、みちのくの地でともに語り、考えていきます。 
 

Ⅱ．開催概要   
主  催；特定非営利活動法人日本栄養改善学会 

学術総会大会長：青森県立保健大学健康科学部栄養学科 吉池 信男 

参 加 者；管理栄養士、栄養士、医師等、栄養実践及び研究者 

開催日時；平成28年9月7日（水）～9日（金） 

会  場；リンクステーションホール青森、ホテル青森、ホテルクラウンパレス青森（青森市） 

日  程；9月7日（水） 総会、会長講演、シンポジウム、一般講演、自由集会 

       8日（木） 一般講演、教育講演、文化講演、受賞講演、シンポジウム、ワークショップ、懇親会 

       9日（金） 一般講演、教育講演、シンポジウム、日韓シンポジウム、市民公開講座（以下参照） 

【 市民公開講座について 】 

 テーマ； 「食からの健やか力向上 ～短命県返上に向けたチャレンジ～ 」 

 基調講演； 「あなたの健康情報、大丈夫？」 中山 健夫 氏（京都大学大学院健康情報学分野 教授） 

 日 時； 平成28年9月9日（金）13:30～15:30 

 会 場； リンクステーションホール青森 大ホール 

   参加対象者； 市民の皆様の多数の参加を、お待ちしています（事前申し込み不要、参加無料）。 

また、12:30～16:30に、青森県栄養士会による栄養相談コーナーを設けます。 

Ⅲ．注目点  
・東北では17年ぶり、青森では初の開催です。 

・3,000名程の学会員の参加が見込まれます。 

・本学栄養学科を中心に、東北地方の栄養学系教育施設、病院等に勤務する会員の組織が総会の運営を担当します。 
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問い合わせ******************************************** 
 青森県立保健大学健康科学部栄養学科 

  〒030-8505 青森市浜館間瀬58－１ 

  TEL:017-765-４１６９  FAX:017-765-４１６９ 

  担当：吉池 信男 

********************************************************** 



日時 会場

中山 健夫
（京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻健康情報学分野 教授)

基調講演

パネルディスカッション

久保 薫 （青森中央短期大学 学長）

大西 基喜 （青森県立保健大学 特任教授）

芳賀 智恵子 （青森県健康福祉部 がん・生活習慣病対策課）

上明戸 華恵 （野菜ソムリエ）

杉 義憲 （紅屋商事株式会社 営業企画部 CS担当課)

�主 催 第63回日本栄養改善学会学術総会
�共 催 青森中央短期大学・青森県立保健大学
�お問合せ 総会事務局

〒030-8505 青森県青森市浜館間瀬58-1

青森県立保健大学健康科学部栄養学科内
TEL/FAX 017-765-4169

E-mail : nutrition@auhw.ac.jp

�後 援 青森県・青森市・青森県栄養士会・

青森県食生活改善推進員連絡協議会・
青森県国民健康保険団体連合会・
地方独立行政法人青森県産業技術センター

同時開催

場所 大ホール前ロビー
時間 12:30～16:30


